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新年度 を迎えて
東京都 七生福祉 園 の運営 は、東京都社会福祉事業 団が、東京都 か ら

第 274 号 令和3 年6 月吉 日
: ri s e

6 期指 定管理期 間 (2021年指 定管理者 としての指 定 を受 けて 行 われ てお り、今年度 は、第 ¦

4 月 か ら 2026年 3 月 までの 5 年 間) の 1 年 目の年 にあた ります。

らしやす い

児童施設 では、

【園長 • 宮内和宏 】

被虐待 等 の理 由で、児童相談所 の措置 に よ り入所す る児童 が全体 の 7 割

以上 を 占め、 また成人施設 で は、 6 5 歳 以上 の利 用者 が全体 の 3 分 の 1 以上 、障害支援 区分

が 5 または 6 で あ る利 用者 が全体 の 6 割 を 占め るな ど高齢化 、重度化 が近年進 んでいます。

こ うした 状 況 を踏 ま え、利 用者 の皆様 一人 ひ と りの人格 と個性 を尊重 し、個別 の 状 況 に

応 じた、 よ りきめ細 かい支援 を行 います。 また、適切 なサー ビスの提 供 を支 え るた めの基盤

とな る人材 の確 保 • 育成 、権利擁護 の取組 強化 、 リス クマネ ジメ ン トの徹底 、

生活環境 の整備 な どに重 点的 に取 り組 んでまい ります。

依然 と して、新型 コロナ等 、園 を取 り巻 く環境 は厳 しい ものがあ ります が、今 後 とも、

運営体制 の充実強化 を図 りなが ら、職 員一丸 となって努 めてまい ります ので、皆様 の ご

理解 ・ご 協 力 をお願 い 申 し上 げます。

利用者 の皆様一人ひ とりが安全で安心 して生活 を送 ることができるよ う、人権 を尊重 した支援

や安全 な生活環境 の整備等 を進 めていきます。

① 利用者本位のサービスの徹底
園内外 の専門雑 や関係機関導 との連携 を図 り、一人 ひとりの希望 や料 ［生を踏 まえた入所支猿

詳期 •個別黄接詳箇を神霞 し、莉南署 茉枝の単韓蘭、首盜 かつ讀胡なサービスを捷饗 します。

② セーフティネットとしての役割の強化

特別な支援が必要な利用者を積極的に受け入れ、関係機 関等と連携 •協働しながら、東京の

福祉のセーフティネットとしての役割を引き続き果たしていきます。

③ 権利擁護の徹底

利用者の人権を守り、安全安心な生活を確保し、虐待や権利後害を防止するため、全囁員の

意城の撤麗を図り、拿改罷 止に尚け、藉複 爾に成りあんでいきます。

当國 の国だ よ りは知 的障害 の あ る方 へ の合理 的配慮 か らル ビをつ けて提供 してお ります。ル ビ無 しを ご希 望 の方 は当 まで

お 申 し出 くだ さい。



④ 地域福祉の向上

地域の多様な主体と連携 ・協 力して、変化する任会稽翳に対応し、利用者の任会寡加や地銭

牲套' との姜源 を�潅するとともに、 を曲かしながら眼埼 の覚德ニーズに正 え、地^  〇  の

尚生 に賛’麟します。

⑤ 地域生活移行等の推進

禮管 著 が我 で婆於して笙誓 できるよう始 婁し、麟 蟠 や^ W蘭の® 沁 諧 を福て、

弟桶 署 の地践野 普移暮馨に嶺街 蘭に点り羅んでいきます。

⑥ 運営体制の充実 •強化

箕赫の徹膜 •皆歳'、リスクマネジメントの薇嵐 星活貞鴛 の鑿帽、箋管 茂 ］也鼾賽 の鼓羅独花、

施設の効率的な運営等、殖切なサービスの提横を支えるための蠢盤である運営体制の充実強化を図

ります。

寮 活動紹介 °

〇高年 2 寮

ゴールデ ンウィー クは、寮 内 でおやつ を作 って食べた り、 ドライブを した りしま した。手作 りフ

レンチ トース トはおかわ り続 出 の出来栄 え とな り、大満足の ご様子で した。 ドライブでは、車内

か ら川や 牧 場 を見た り、 トンネル を通 った りと、非 日常の風景 を楽 しみま した。コロナ禍で制限

も多い中ですが、楽 しく充 実 した休 日を過 ごせ るよ う、 寮 行事等 も企画 し、工夫 を続 けていき

ます。

〇か しわ 寮

外 食 も 難 しい とい うこ とで、 寮 内 で利用者 の方 た ちが思 い思 い に 注 文 したお弁 当を養 べ る

昼 食 会 を開催 しま した ! オ ム ライ スや ロコモ コと言 ったお洒落 で美味 しそ うなお弁 当が特 に

人気 で、皆 さま とて も美味 しそ うに召 し上がってい らっ しやいま した。



•日.•中・活・動支援.....イ.ベ ツ上.開催.!.!

外 出や行事が制限 され、ご家族 の皆 さま ともなかなかお会いできない中、園内で非 日常の薬 しい

ひ と時をお届 け したい ! と 日中活動支攘 グループでイベ ン トを企画 しま した。梅雨の合 間に楽 し

いひ と時 をご提 供 できたか と思います J>

「 中 毒 予 防 強化 期 間 」

食 中毒 は一年 を通 して発生す る危険があ りますが、七生福祉園では、気温が高 く特 に注意 I

, が必要な 6 月か ら9 月までを、毎年 「食 中毒予防強化期間」 と定 め、園をあげて食 中毒予防 !

I のための取組 を行 っています。

今年 も期間 中 に、利用者 の皆様や 寮 職 員への手洗い練習 、調理施設や食 堂での拭 き取 りに ・

よる糸冒菌曜害、ポスター揖示や園内放送 を実施 します。

これか らも安全 でおい しい養軍 をお届 けす るため、園全体 での取組 を元実 させ てい きます ;

ので、 ご陽 力 をよろ しくお願 いいた します。



ねつらゆうしょう

熱 中 症 につ いて

熱 中症 とは、高温多湿 の環境下で、体内の水分や塩分のバ ランスが崩れた り、体温調飾機能

が うま く磁 かない ことによ り、幕從!、に新 がたま り、益関痛や矢重 の察汗、 さらには!]! き貞,や

俺意感 な どの 虛 状 が 現 れ、 重 虛 になると意議 障害 な どが起 こる 症 状 の ことを言います。

養籠 が嵩い、我 が置いな どの! W MW と、年調 が直 くない、薯 さに縷 がまだ穫れていな

いな どの個人の体調 による影 響 が組み谷 わ され ることによ り、熱 中症 の発生 リスクが高ま り

ます。羞算'で笛鄭 してい るときだけでな く、罷 鬱軍 に聖從!で氣・年 窟 を器・ す ることもあ りま

す。

新律 憲 の字祐 には 「朱俗 精紹」 と 「薯 さを盧 けること」が笑:荀 です。

ゆ の どの!! きを簸 じな くて も、 こまめに栄、券絲給 を しま しょう。

建 こまめな徒覆商差' や蘭豪 程の直い、演濫 • 強範の衣盛 を誉甫 しま しょ

> 保冷剤 、 氷 、冷たいタオル な どによ り体 を冷却 しま しょ う。

ゆ 韻 犠やエアコンを後 って、浦・ 調鑿 を しま しょう。

建 外 出時は 日傘や帽子 を着甫 し、 日差 しを避 けま しょう。

建 自麗 を莉角 し、 こまめに秣< 'をとりま しょう。

戴 ふ庭 が底、われ る寡杏は、茨の よ うな於惹勉置 を符 いま しょう。

> 風通 しの直い 自崔 や、クー ラーが域いてい る芝從!'に崔観 させ ます。

ゆ 衣類 を脱がせて、体内の熱 を外 に出 します。氷襄 な どで首や廳の下、太 もものつ け根 を矯

や し、体温 を下げます。

> 水分、塩分 も同時に為 える経 口情水液やスポーツ飲祥 を飲 ませ ます。ただ し、意識障害、

花 き養や曲述 の点 突 がある場答 は、甘か ら菜券 をいれ ることは濫 けます。

う。

マスクの着 用 について

熱 中 症 を防 ぐため、十 分 な距離が取れてい る時 (人 と2 m 以上離れてい る時) はマスクを

はず しま しょ う。

換気 について

エア コン使角 中もこまめに履気 を しま しょ う。エア コンを止 める必要はあ りませ ん。

氣茸 窟 を窟 う盛 突 があ り、書識がない、または律びかけに菊す る爵 がおか しい舅答 は、

直 ぐに鞍 資 董 を帝びま しょ う。類 吊窟 は、齋所 な学話 をすれば茜 く、、ことができます。戴 吊窟

になった場合 も、適切 な処置 によ り薮命す ることができます。一人ひ とりが、熱 中危 の正 しい

知識 をもち、百分の床調 の変花 に気 をつ けるとともに、周囲の入 にも気 を館 り、芋防 をゆびか

け各 って、範 吊庭 による を蘭 ぎま しょう。


